
令和３年度市民参画型事業【太白区】 

市民企画会議 「地域の魅力再発見 AK2Hまちさんぽ」 

市民企画講座 「歩いてみっぺ～AK2H」 八本松市民センター 

１ 事業概要 

あすと長町（A）・郡山（K）・東長町（H）・八本松（H）の町を擁する 

八本松市民センター管内は、近年めざましく変化する一方で旧来のたたず

まいを残す地域もあります。そこで、多様性に富むこの地域の魅力を再発

見する目的で市民企画会議を行いました。企画会議では、地域内をじっく

りと眺め地域のよさを出し合い、おすすめのさんぽコースを作りました。

そして、そのさんぽコースに出かける講座を 2回実施しました。地域全体

のみどころマップも作成中で、令和 3年度中の完成を目指しています。 

２ 今年度の活動 

5名の市民企画員が地域のみどころについて話し合いその魅力

に迫りました。そこで企画した 2回のさんぽ講座、郡山遺跡を見学

する『古代編』と新しい通りや公園を歩く『令和編』を実施しまし

た。各回とも地域の 10名の方が参加し、秋のさわやかな気候のも

と、新しい発見をしながらおなじみの土地をゆっくりと歩いて楽し

みました。コロナ禍の中、外に出て皆で楽しく地域内を巡るという

企画は地域の方々の需要に合ったようです。また、企画員が地域の話題で盛り上がり交流と地域への愛着

が深まりました。 

３ 成果と課題 

企画員が自分たちの足で歩いて地域の良さを確かめながらさんぽコースを作り、さらによりよいものと

なるよう話し合いを重ねたことで、企画員が持つ力を十分に発揮した手作りの講座となりました。また、

企画員の案内でさんぽをしたことが企画員と参加者の交流につながり、参加者間でもコミュニケーション

が図られました。 

一方で、総勢 15名程のさんぽでは、いざ歩いてみると歩道であっても安全の確保にかなりの注意を要

しました。また、各自の歩くペースに違いがあり、気軽なさんぽといっても全員が歩調をそろえて歩くの

はなかなか難しいものであることが分かりました。今後さんぽ講座を実施する場合には、なお一層それら

の点に配慮していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今後の展望 

企画員が考えたさんぽコースを掲載したみどころマップが完成間近です。令和 4年度は、そのマップを

活用し、さんぽ＋αの多角的な切り口で地域の魅力を再発見する市民企画会議及び講座を実施する予定で

す。地域の方が地域を見つめ直しそのよさを発見する機会としていけるよう、今後も地域の皆さんと一緒

に市民参画型の事業として取り組み、さらなる地域愛を育てていきます。 

 

 


